
國學院大學学術情報リポジトリ「K-RAIN」

全博協の役割考 :
大会テーマと紀要から見た全国大学博物館学講座協
議会の活動 :
國學院大學博物館学講座開設60周年記念特集 :
博物館・博物館学の諸問題 2

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 鷹野, 光行, Takano, Mitsuyuki

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000317URL



全博協の役割考 ― 1 ―

１．はじめに

　全国大学博物館学講座協議会（以下全博協と略する）の活動はこれまで何回か
まとめられ（1）、また会の草創期を支えた方の回顧記録もある（2）。
　まず ｢45年の記録｣ の表現に習って、第48回全国大会（平成14年度）、第26回
西日本部会（平成14年度）、第15回東日本部会（平成14年度）以降の各大会･部会
のテーマをまとめておく（表１）（3）。

全博協の役割考
―大会テーマと紀要から見た

全国大学博物館学講座協議会の活動―

鷹野光行

表１　平成14年度以降の全国大会･西日本部会･東日本部会のテーマ
全国大会テーマ 西日本部会テーマ 東日本部会テーマ

第48回
（平成14年度全国大会）
１．講演「私の博物館学50年」
國學院大學教授　加藤有次氏
２．セミナー「全国大学博物
館学講座協議会の現状と今後
の展望」

第26回西日本部会
（平成14年度）
１．講演「尾張の考古学と博
物館」南山大学教授　伊藤秋
男氏
２．研究討議「中小自治体に
おける学芸員活動と学芸員教
育」

第15回東日本部会
（平成14年度）
１．講演「博物学と博物館」
札幌大学学長　山口昌男氏
同「博物館における評価導入
について」北海道大学助教授 
佐々木亨氏
２．教務・教育合同部会「学
芸員課程の諸問題」

第49回
（平成15年度全国大会）
１．講演「金沢の伝統工芸と
まちなみ」金沢学院大学助教
授　山崎達文氏

「金沢市の都市景観施策」金
沢市まちなみ対策課　中川富
喜氏
２．博物館学芸員課程の諸問
題

第27回西日本部会
（平成15年度）
１．講演「南九州の古墳時代
の墓制について」鹿児島国際
大学教授　上村俊雄氏
２．研究発表Ⅰ「博物館実習
をつくる」鹿児島国際大学教
授　中薗聡氏
研究発表Ⅱ「博物館と学校教
育」指宿市教育委員会

第16回東日本部会
（平成15年度）
１．講演「醍醐寺史料の整理
と博物館学」日本女子大学教
授　永村眞氏
２．教務・教育合同部会「学
芸員課程の諸問題」
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第50回
（平成16年度全国大会）
１．セミナー
①短大における博物館学講座
の諸問題
②沖縄県内における博物館学
講座の運営状況について
③沖縄における博物館活動の
特徴

第28回西日本部会
（平成16年度）
１．講演「京都御所―王朝の
歴史遺産―」京都女子大学教
授　瀧浪貞子氏
２．シンポジューム「大学に
おける博物館実習のあり方」

第17回東日本部会
（平成16年度）
１．講演「体験学習を混じえ
た文化施設の新たな試み」福
島県文化財センター白河館　
森幸彦氏
同「郡山市立美術館の試み」
郡山市立美術館　杉原聡氏
２．教務・教育合同部会「学
芸員課程の諸問題」

第51回
（平成17年度全国大会）
１．シンポジューム「今、博
物館の課題について」
２．ディスカッション
①博物館の将来像と今後の課
題
②これまでの博物館学や学芸
員養成の問題点
③学芸員養成への提言

第29回西日本部会
（平成17年度）
１．講演「文化財科学のはじ
まり」くらしき作陽大学教授 
馬淵久夫氏
２．シンポジウム「博物館・
大学博物館学講座と地域連
携」

第18回東日本部会
（平成17年度）
１．講演「世界の至宝を運ん
で半世紀」元日本通運美術部
長　高橋和義氏
２．教務・教育合同部会「学
芸員課程の諸問題」

第52回
（平成18年度全国大会）
１．シンポジウム「これから
の博物館を考える」

第30回西日本部会
（平成18年度）
１．講演「大学博物館が果た
す役割～日本と韓国の大学博
物館」別府大学教授　段上達
雄氏・釜山大学博物館　金玉
年氏
２．シンポジウム「大学博物
館が果たす役割」

第19回東日本部会
（平成18年度）
１．講演「アイヌ語は魔法の
呪文か」札幌学院大学助教授 
奥田統己氏
２．教務・教育合同部会「学
芸員課程の諸問題」

第53回
（平成19年度全国大会）
１．講演「全博協五十周年記
念大会によせて」佛教大学名
誉教授　平祐史氏
２．討論会：博物館法の改正
について
３．博物館におけるインター
ンシップの現状について

第31回西日本部会
（平成19年度）
１．講演「新しい時代の博物
館制度の在り方について」文
部科学省社会教育課　栗原祐
司氏
同「細見コレクション蒐集の
軌跡」細見美術館館長　細見
良行氏
２．シンポジウム「大学博物
館の現状と展望」

第20回東日本部会
（平成19年度）
１．パネルディスカッション

「博物館が求める人材」

第54回
（平成20年度全国大会）
１．講演「東海道と地域の歴
史と文化」愛知大学教授　渡
辺和敏氏
２．フォーラム「今後の博物
館法制度について」文部科学
省社会教育課　栗原祐司氏
３．報告「東海地域の博物館
の現状と課題」

第32回西日本部会
（平成20年度）
１．講演「木の匠―文化財の
保存修復と保存箱―」上田墨
縄堂　上田修三氏
２．研究討議「今『文化財』
とは何か、を考える―膨張す
る『文化財』―」

第21回東日本部会
（平成20年度）
１．講演と質疑・討論「博物
館に関する科目について」お
茶の水女子大学教授　鷹野光
行
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第55回
（平成21年度全国大会）
１．講演「博物館の国際的取
り組みと日本の役割―ICOM
とICOM/ASPAC」常盤大学
教授　水嶋英治氏
２．分科会１：網走地域の博
物館の現状と課題
３．分科会２：博物館法省令
改訂について

第33回西日本部会
（平成21年度）
１．講演「伊勢の神宮と日本
人―いのちと血統の連続―」
皇學館大学学長　伴五十嗣郎
氏
２．研究討議「三重の博物館
〝現在〟そして〝未来〟へ」

第22回東日本部会
（平成21年度）
１．合同部会「変わる博物館
実習」

第56回
（平成22年度全国大会）
１．講演「博物館と学芸員養
成の現状と課題」國學院大學
教授　青木豊氏
２．報告「博物館危機の時代
について　大阪府立博物館群
の話題を中心に」京都橘大学
教授　一瀬和夫氏
３．報告「公立博物館の現状
について」大阪城天守閣　宮
本裕次氏

第34回西日本部会
（平成22年度）
１．講演「金沢から見た日本
と渤海の交流史」金沢学院大
学教授　小嶋芳孝氏
２．研究討議「金沢の伝統芸
能とその環境」

第23回東日本部会
（平成22年度）
１．合同部会「博物館に貢献
する学芸員課程」

第57回
（平成23年度全国大会）
１．講演「学芸員養成課程の
シラバス改訂に向けて」文化
庁美術学芸課長　栗原祐司氏
２．フォーラム・セッション 
新設科目の内容について

第35回西日本部会
（平成23年度）
１．講演「正倉院と博物館」
奈良大学教授　三宅久雄氏
２．研究討議「新学芸員養成
課程の将来的展望・課題」

第24回東日本部会
（平成23年度）
１．合同部会「大学における
博物館学芸員養成課程改正と
博物館行政」

第58回
（平成24年度全国大会）
１．講演１「文化財レスキュー
と大学博物館の果たす役割」
京都国立博物館副館長　栗原
祐司氏
　講演２「わが国の文化財保
護の取り組みについて」関西
大学教授 高橋隆博氏
２．フォーラム「大阪の公立
博物館の現状」

第36回西日本部会
（平成24年度）
１．講演「美術館は今、大変
―広島県立美術館の現場から
―」広島県立美術館館長　越
智裕二郎氏
２．研究討議「広島の博物館
事情」

第25回東日本部会
（平成24年度）
１．合同部会１「博物館から
の発言」
２．合同部会２「博物館から
の発言をうけ、意見交換」
３．合同部会３「各校実習ノー
トの縦覧」

第59回
（平成25年度全国大会）
１．講演「イコムと日本の大
学博物館」独立行政法人国立
文化財機構本部事務部長　栗
原祐司氏
２．フォーラム「地域と博物
館」

第37回西日本部会
（平成25年度）
１．講演「２年目を迎えた新
しい学芸員養成課程の現状と
課題」東京国立博物館　栗原
祐司氏
２．研究協議　
　分科会１「学芸員養成課程
に関わる学生対応の現状と課
題」
　分科会２「博物館実習に関
する現状と課題」

第26回東日本部会
（平成25年度）
１．研究会「学芸員課程運営
上の諸問題」（教育部会と教務
部会）
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２．大会テーマの分類と傾向

　昭和32年からの全博協の全国大会（第20回までは協議会）、昭和51年度からの
西日本部会（第11回までは関西部会）、昭和63年度からの東日本部会の、教育部会・
教務部会を合わせて講演を除いたフォーラム、報告、シンポジウムのテーマ212
件を表題から分類して、全博協が発足以来取り組んできたことの傾向を見てみた
（表２）。内訳は全国大会130件、西日本部会56件、東日本部会26件で、分類は筆
者の観点によってのみおこなった。

第60回
（平成26年度全国大会）
１．フォーラム「博物館と国
際化―九州・沖縄からアジア
へ―」

第38回西日本部会
（平成26年度）
１．講演「博物館と大学―アー
カイブの構築」中部大学特任
教授　前田富士夫氏
２．研究討議「博物館が期待
する学芸員」
３．実務討議「博物館実習等
について」

第27回東日本部会
（平成26年度）
１．合同部会「博物館教育の
現状と課題」

第61回
（平成27年度全国大会）
１．講演「博物館実習の現状
と課題―「博物館実習ガイド
ライン」から５年を経て―」
桜美林大学教授　浜田弘明氏
２．フォーラム「博物館実習
の現状と課題」

第39回西日本部会
（平成27年度）
１．講演「博物館の今後と求
められる学芸員について」文
化庁美術学芸課　山口俊浩氏
２．報告「岡山の学芸員事情」
３．研究討議

第28回東日本部会
（平成27年度）
１．シンポジウム「地域で活
動する大学生とミュージアム
―仙台圏での様々な取り組み
から―」

第62回
（平成28年度全国大会）
１．講演「四国遍路と世界遺
産」四国大学教授　真鍋俊照
氏
２．フォーラム「博物館学芸
員養成課程の現在、そしてこ
れから―新カリキュラム導入
から4年が経過して―」

第40回西日本部会
（平成28年度）
「大学博物館と地域のつなが
り」
１．講演「大学は宝箱！―京
都・大学ミュージアム連携の
意義と役割―」京都工芸繊維
大学美術工芸資料館館長　並
木誠士氏
２．事例報告「既存資料の掘
り起こしと活用」「京都外大学
芸員資格課程の外部連携活
動」
３．「ICOM京都大会2019に
向けて～大学博物館の国際化
～」独立行政法人国立文化財
機構事務局長　栗原祐司氏

第29回東日本部会
（平成28年度）
１．報告「ICOMミラノ大会
報告」日本博物館協会専務理
事　半田昌之氏
２．合同部会「新しい博物館
活動に対応できる人材育成と
課 題 ― ジ オ パ ー ク 、 エ コ
ミュージアムの活動事例から
―」
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　大まかにくくると、①全博協の運営について（ア）、②学芸員養成課程に関わ
ること（イ～カ、120件56.6％）、③養成する学芸員にかかわること（キ・ク、24
件11.3％）、④博物館学・博物館研究について（ケ～シ、53件25％）、のまとまり
になる。
　全博協･西日本部会･東日本部会それぞれの規約に示した目的（4）に照らして、②
のくくりにまとめたテーマが半数以上を占めているのは当然のことで、ここを見
る限り全博協は存在の意義を満たし役割を果たしていると評価できるし、また当
然そうでなければならない。
　大会や西日本･東日本部会への出席者は、教育部会では学芸員課程の担当者･代
表者が大部分で、そのことは必ずしも博物館学の授業を担当しあるいは研究に携
わっている人たちだけが出席している会ではないのである（5）。考古学、美術史に
とどまらず地質･古生物学など自然科学系の分野の方もおられる。多彩な担当者
（＝出席者）に対して博物館学の学術的な面でのフォーラムやセミナーなどは出
席された方々が共通して関心を持てるものなのだろうか。②のくくりのなかのイ
に含められるテーマがもっとあってもよかったのではないだろうか。
　平成９年度と平成21年度の学芸員養成科目の変更の折には新しい科目について
の共通認識を持つべく、全博協の活動に一定の成果があったと思う。平成９年度
からの博物館経営論･博物館情報論の新内容の科目について、各大学のシラバス
を集めてまとめたし、平成21年度からの科目再編成のときにもシラバスの作成な
どについての共通認識を持つ場としての役割を果たした。学芸員養成科目につい
ては今後もっと進化することを期待するが、全博協は進化の結果を取り入れるだ

表２　大会・部会のテーマの分類と集計

記号 大会・部会のテーマの分類 件数 割合（％）
ア 全博協そのものについて・会の運営に関わること 15 7.1
イ 学芸員養成課程の諸問題、課程のあり方・内容について 48 22.6
ウ 博物館学の内容･単位 14 6.6
エ 博物館実習について 36 17.0
オ 学芸員課程の教務上の諸問題 13 6.1
カ 実態調査報告書について 9 4.2
キ 学芸員の資質など 20 9.4
ク 資格取得者の就職問題 4 1.9
ケ 大学（附属）博物館 11 5.2
コ 博物館法･制度など 14 6.6
サ 博物館について 23 10.8
シ 博物館学の学会の検討 5 2.4
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けではなく進化に関与していく取り組みを期待したい。
　また全博協の取り組みの①特色に、教育部会と教務部会がもたれ、それぞれで
の検討･協議の場があったことをあげたい。全国大会では平成９年度頃からあま
り部会を分けて開催されることはなくなったし、平成19年度が最後となっている。
筆者は平成25年度の東日本部会の開催校となった国士舘大学の須田勉教授から会
の運営について相談を受け、教育と教務の部会に分かれて各大学の課程の運営上
の諸問題を述べてもらう場としたらどうかと提案をし、須田教授に受け入れられ
て実施された。そこでの内容は国士舘大学によってテープ起こしされて文字化さ
れ配布されている。筆者の期待としては話し合われたことをさらに深める試みが
次年度以降の会でおこなわれれば、ということであったが。
　規約に「博物館学講座または、課程に関して連絡協議」することが謳われてい
る。発足以来60年近くになろうとしている協議会で未だに ｢連絡協議｣ の必要は
あるのか、今はすでに成熟した資格課程であるのだ、という見方もあるかもしれ
ない。しかし筆者はまだ相談･検討しあって進めていく課程･講座の運営の必要は
ある、と考える。学芸員養成の大きな軸である実習の実施についても、実習のガ
イドラインが全博協加盟大学の教員も関与して文部科学省によって作成され、実
施例も示されて大学側から実習館に対するよりどころの一つとなっているはずで
あるが、それと関わりなく実習が博物館任せになっていないだろうか。以前に実
習の謝金をやめることの検討の提案をしたことがある（6）が、謝金は受け取れない
という実習館がある中で、出すのか出さないのか、出すならばどのくらい、など
ある程度共通理解を持った方がよいのではないか。
　規約の目的に謳う ｢連絡協議｣ と「講座・課程の充実」「情報交換」の目的に照
らして、②の中のイとオは合わせて28.7％、これが多かったのか、もっとおこな
われてもよかったのか。

３．『研究紀要』の評価

　全博協の『研究紀要』は、「研究の成果や博物館の持つ問題などについての論
考や意見などの発表の場」（7）として1989年10月31日付で創刊号が刊行され、９号
までは隔年で以後は毎年発行されて2016年度までに19号が出されている。代々の
全博協事務局の紀要にかける思いは大きく、今後も刊行され続けていくことと信
ずる。しかし、これまで何の苦労もなく原稿が集まり刊行され続けたというわけ
ではない。「歩み１」「歩み２」「歩み３」「45年の記録」の紀要についての記述を拾
い出してみよう。
　昭和61年度全国大会において「協議会の学術的水準の高さを示すものとして研
究紀要類の発行も考えてみてはどうかとの提案」がされ（「歩み１」p.119）、昭
和63年度全国委員会で研究紀要の発刊が具体化して原稿執筆依頼を行うべく準備
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をすることとなり、同年の全国大会では「次年度（昭和64年度）の全国大会まで
に創刊させることが了承された」（「歩み３」p.45）。そして「平成元年10月31日付
にて全博協「研究紀要」が創刊された」（「歩み２」p.132）。創刊号は「博物館学
や学芸員養成に関する論文５編、大学博物館関連２編、資料論考・博物館紹介各
１編、さらに全博協30年の回顧録を収録し、B５版137頁となった」（「歩み３」p.48）。
平成２年度の西日本部会総会では「第２号の原稿不足を解消すべく投稿依頼がな
され」（「歩み３」p.50）、その甲斐あってか第２号は「146頁で既刊号の中では最
大のボリュームとなっている」（「歩み３」p.53）とまだ２号だけなのに早とちり
気味の記述もあるが、これも紀要への期待感の表れだったのだろう。平成７年度
の４号については「５編の論文、１編の博物館紹介がよせられ、ようやく101頁
に達するボリュームとなった。（中略）内容として大学博物館に関するものが2編
や西日本部会の養生実習に関するもの、館務実習に関するものなど当協議会の意
義を示すものとなっている」（「歩み３」p.63）ものと評価している。
　しかし「歩み３」の平成９年度の記述には「『研究紀要』は思いの他原稿が集
まらず、本誌を参照していただければ理解されるように、全体で５編、70頁強の
ボリュームとなっている。号を重ねるごとに薄くなっているのが事務局としては
辛いところである。（中略）
次号では予算に不安を持た
せるほどのボリュームとな
るよう努力したいところで
ある。」（p.68）と紀要編集
上の悩みもあった。次に論
文等の掲載ページ数（規約・
文献目録等は除く）のグラ
フを示してみた（図１）が、
確かに８号や13号は極薄で
あった。しかし、薄いとき
もあれば厚いときもある、
と楽観視しておこう。

４．紀要テーマの分類と傾向

　創刊号から19号までに掲載された論文等103編を表題により内容を考えて下表
のように分類した。この分類も筆者の観点のみによる。標目の次に表題例を挙げ
たが、著者名・副題は省略した。

　Ａ～Ｇの分類は大きく2つのグループとＧのその他、の３つにまとめられる。Ａ・

図１　紀要の論文等の掲載頁数の変遷
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『イソップ株式会社』中の挿話一覧

Ｂ・Ｃは学芸員養成課程の実態と教育に関わること、で合わせて44編・42.7％、Ｄ・
Ｅ・Ｆは博物館学・博物館研究のまとまりで、52編・50.5％、ほぼ半数である。
Ｇは題目例に挙げたように資料研究が主である。
　３号目まではほぼＡ～Ｇの全項目にわたって掲載されている。執筆者も全博協
で古くから活動されていた方々が多くみられ、紀要をもり立てようとする意気込
みが感じられたが、「思いの他原稿が集まらず」と指摘された頃から掲載件数は
減る。さすがに「原稿が集まらない」と述べた次の号（６号）では１号・２号並
みの件数があった。ただ、１号２号ではＦとＧで約３分の１を占めていたことも
みておきたい。11号以降、つまり文献目録が掲載されるようになるのと同時にＦ
とＧはみられなくなっている。
　全博協は規約の第二条に「本会は全国大学博物館学講座または、課程に関して
連絡協議し、博物館学教育の研究および振興に寄与することを目的とする。」と
あり、また紀要は既述のように「研究の成果や博物館の持つ問題などについての
論考や意見などの発表の場」として刊行されているものである。掲載された論文
等では、これらの目的や意図は相当満足されているものと評価する（8）。　
　「歩み３」を担当した山本哲也は、実習に関する論考が「当協議会の意義を示

表３　紀要の論文とうの表題の分類と集計

記号 分類標目と例 編数

Ａ
学芸員課程の運営
例：２号�「大学通信教育課程における学芸員課程の特質」
　　17号�「博物館学芸員養成課程における博学連携・徳島方式の模索」

12編

Ｂ
学芸員の養成
例：２号「学芸員養成カリキュラムの考察」
　　13号「学芸員課程履修学生の常識度」

14編

Ｃ
博物館実習
例：１号「博物館実習Ⅰの現状と課題」
　　７号「博物館実習に関する新たな兆し」

18編

Ｄ
博物館学研究
例：２号「府県立博物館の地域計画論を検討して」
　　17号「小規模地域博物館のこれから」

30編

Ｅ
博物館史研究
例：６号「物産・商品陳列所についての一考察」
　　11号「福澤諭吉の観た博物館」

11編

Ｆ
博物館紹介
例：２号「青森県十和田市立新渡戸記念館」
　　６号「欧米の海事史関係博物館と日本の現状」

11編

Ｇ
その他
例：１号「バリ島の亀石棺と馬石について」
　　８号「博物館の地図記号雑感」

７編
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すもの」と評価したが、紀要掲載論文等の割合は18編・17.5％でそう多くはない。
しかし、いろいろな実習の試みがほぼ毎号のようにこの紀要で紹介されてきた。
紀要が創刊される前には、全博協総会の折に新たに参加した大学の担当者からす
でに議論されていたことをまた繰り返し提案されるといったこともあって、議論
の成果や情報の蓄積と共有がされていなかった。紀要のもつ意味は、そこに参加
している構成員の間で研究や検討の成果が共有できることにもある。実習の事例
報告の積み重ねを経て、実習などの望ましい、あるいはあるべき方法や形を協議
会全体で検討されていく体制作りを期待したい。

５．おわりに

　細かな考察はできなかったが、全博協の活動を振り返ってきた。大会・西日本
と東日本の各部会でのフォーラムやシンポジウムなどのテーマと紀要の題目から
活動をみてきたのだが、大会などでの講演のテーマは考察の対象から外した。講
演は博物館学・博物館にかかわる内容のものも多くあったが、開催大学の教授の
方などの専門分野に関わる講演で、参加者にいろいろな視点からの研究への取り
組みを示唆されるような内容も多かった。なぜ全博協で？と首をかしげたことも
時にはなかったわけではないが。
　学芸員の資格は学部の段階で認定されるものであるが、学部で資格を取っただ
けでは使えないともいわれかねない資格条件はこのままで良いのか、全博協の場
では大学の経営などを忖度することなく、資格を活かしてすぐに現場で活躍でき
る学芸員の養成と、その学芸員の活躍の場である博物館のよりよき姿や活動を探
究していくための博物館学の振興もめざして活動が展開されていくことを節に希
望する。
　筆者は、昭和56年に明治大学で開催された第27回全国大会以来関わりを持たせ
ていただいてきたが、昭和の時代の最後の頃から平成にかけての数年間は出張旅
費との関連で東京近辺以外で開催されたときには参加できなかったことが多かっ
た。大学内での理解が進み、全博協への出張旅費が研究費とは別に支出されるよ
うになってからは極力参加してきたが、その間、國學院大學の故加藤有次先生に
は様々な面でご指導をいただき、感謝の念に堪えない。筆者の全博協に対する思
いも多くは加藤先生のお考えに影響されたものと勝手に思っている。
　なお本稿の執筆にあたっては、國學院大學中島金太郎助手にご教示をいただい
たことを記して感謝の意を表する。
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